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1. はじめに 

兵庫県では，豪雨による土砂災害に対する警戒避難活動に資するため，土砂災害警戒区域毎に危険度を判

定する箇所別土砂災害危険度予測システム（以降，システムと呼ぶ） 1)の導入に取り組んでいる。このシス

テムは，14 市町で整備運用されており，土砂災害警戒区域単位の危険度とあわせて，モデル構築範囲の山地

斜面の 10m×10m 単位（以降，セルと呼ぶ）の危険度を表示している。合わせて，システムの未導入市町へ

のより一層の効果の周知を進めている。本報告は，未導入市町において構築した試行モデル（表 1 参照：過

去に発生した土砂災害の検証や土砂移動メカニズムの現地確認等，その地域特有の土砂移動特性は反映され

ていない）を用いて，過去の災害降雨を入力して，本システム（試行モデル）の判定状況を確認し，地域別

土砂災害危険度システムとの比較検証を行った事例について報告する。 

2. 平成 21年(2009年)台風第 9号による豪雨と災害の概要 

 台風第 9 号によって，兵庫県播磨北西部

を中心として大雨となった。この豪雨によ

って，佐用町では，死者 18 名，行方不明者

2 名の人的被害をはじめ，広範囲に及ぶ浸水，

家屋被害のほか，河川・道路・農地などに

甚大な被害が発生 2)した．また，多数の土

砂災害が発生したとの報告 3)がある。 

図 1 に台風第 9 号による最大時間雨量と

総雨量の分布図を示す。この図に示すよう

に兵庫県西部から北東にかけて，最大時間

雨量，総雨量が多い雨域が帯状に広がって

いる。特に，佐用町（アメダス）の記録で

は，」最大 24 時間雨量 326.5mm，最大時間雨

量 89mm を記録 2)している。 

3. 地域別土砂災害危険度システムと本

システム（試行モデル）による判定状

況の比較 

 台風第９号における地域別土砂災害危険

度システム（以降，地域別と呼ぶ）と本シ

ステム（試行モデル）における土砂災害警

戒区域（急傾斜地の崩壊）（以降，警戒区域

と呼ぶ）551 箇所の判定数の比較を表 2，図

2 に示した。この表から地域別では 522 箇所

と警戒区域の 95％が危険と判定された。一

方，本システムでは 305 箇所と警戒区域の

55％が危険と判定された。この内、土砂災

害が発生した警戒区域は，18 箇所で，地域

別は 100％の捕捉（空振り 95％），本システ

ム（試行モデル）は 56%の捕捉（空振り 55％）

となった。このことから，地域別は広域に

危険と判断し，土砂災害が発生した箇所の

すべてを捕捉しているものの，空振りも多

い。一方で，本システム（試行モデル）は，

これまで構築した知見をもとにモデル構築

したもので，当該地域の特性を考慮してい

ないにも関わらず空振りを低下しつつ，崩

壊箇所を 56%捕捉できている。 

表 1 試行モデル作成における調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a)最大時間雨量分布図      b)総雨量分布図 

図 1 降雨分布図 

 

表 2 本システム・地域別の判定状況 

 

 

運用モデル 試行モデル

1 数値地形モデル（10mDEM） 〇 〇

地質区分 〇 〇

表土層厚（地質・地形別の層厚式） 〇 〇

表土層の強度定数値（地質別） 〇 〇

表土層の空隙率・透水係数（地質別） 〇 〇

微地形区分（空中写真判読・数値地形解析） 〇

既往災害の検証による調整（空中写真判読・現地調査） 〇

遷急線・遷緩線を考慮した調整（空中写真判読・現地調査） 〇

水系を考慮した調整（地形解析・現地調査） 〇

2

3

調査・検討事項

区分
Y区域
a

Y区域
b

割合
c=b/a

Y区域
d

割合
e=d/a

発生 18 10 56% 18 100%

非発生 533 295 55% 504 95%

合計 - - 305 - 522 -

551

災害発生・非発生
システム危険判定箇所数

箇所別 地域別Y区域総数
（急傾斜）
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次に，判定時刻について，確認した（図 3 参照）。災害発生時刻（8 月 9 日 20時 30 分頃）に対し，地域別

は 20 時 30 分，本システム（試行モデル）は 19 時 30

分に土砂災害警戒区域の危険判定がされ始めている。

このことから，警戒避難に資する情報として，判定の

タイミングも適切であると言える。また，23 時 30 分

に地域別の危険判定メッシュはなくなるが，本システ

ム（試行モデル）ではまだ地下水位が土中内に残って

いるため，いくつかの警戒区域や山腹斜面（10m メッ

シュ）で危険判定となっている。この情報を活用する

ことで，避難解除のための現地巡視箇所の選定等でき

る特徴がある。 

したがって，地域別で広域の危険度予測を行いつつ、

その補足情報として，より危険箇所を絞り込み，避難

解除の判断に資する情報として，本システム（試行モ

デル）が有用であると言える。さらに，今後，当該地

域の特性を考慮することで，捕捉率を高め，空振り率

が低減できるため，本システムの精度はさらに改善で

きる。 

４. おわりに 

台風第 9 号の降雨による本システム（試行モデル）

判定の結果について確認を行い，地域別と比較して崩

壊捕捉率は 56％であるものの，危険箇所が絞り込まれ

ていた。また，判定のタイミングは災害発生推定時刻

の 1 時間前から危険判定されていることから，タイミ

ングも適切である結果を得た。今後，当該地域の土砂

移動特性を把握したうえで，本格導入するためのモ

デル構築を行いたい。 
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図 2 判定状況図（佐用町周辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 判定状況図（幕山小学校区） 
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